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令和５年（２０２３年）６月２９日（木）

菊池教育事務所

令和５年度（２０２３年度）
英語授業づくりプロジェクト～小学校～

英語が「好き」「わかる」「できた」と
児童生徒が実感できる授業づくり

コミュニケーションを行う目的や場面などを設定した
言語活動の充実と基礎的・基本的事項の定着を目指して



2

（１）開会行事

①県教育委員会挨拶

菊池教育事務所
主幹兼指導課長 工藤 竜一
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（１）開会行事

②日程等連絡

（１）開会行事
研修Ⅰ
管内の現状と課題及び
本事業の目標について

９：０５～ ９：３５

（２）研究授業（２校時）
大津町立室小学校
プロジェクトリーダー
奥村 まどか 教諭

９：４５～１０：３０

（３）研修Ⅱ 授業研究会 １０：４０～１１：１０

（４）研修Ⅲ 班別協議
課題解決に向けた
本年度の取組について

１１：１０～１１：４０

（５）まとめ・閉会 １１：４０～１１：５０
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③管内の現状と課題
及び

本事業の目標について
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～本日のめあて～

英語が

「好き」「わかる」「できた」
と児童が実感できるための

具体的な授業づくり
について学ぶことができる
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～Question～

今年の授業クラス・学年

英語が

①「好き」「わかる」割合は？
② 今年の課題は？
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〇小３・小４・中１は英語の勉強が好きの割合が県平均を上
回っている。（参考：R3は小３以外すべて下回っている）
▲小５から英語の勉強が好きの割合が下がっている。特に
中１から中２にかけて英語の勉強が好きの割合が大きく
低下している。

③管内の現状

【R4県学調】「英語の勉強は好きですか」
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③管内の現状

【R3・4県学調】「英語の勉強は好きですか」肯定的回答率

小3 小4 小5 小6 中１ 中２

R3 81.4 73.6 65.9 59.7 57.4 46.4

R4 83.9 75.0 67.5 61.0 57.2 44.5
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▲小５～中２まで英語の授業の内容が分かるの割合が
すべて県平均を下回っている。（R3同様）

▲小６から中１、中１から中２にかけて英語の授業の
内容が分かる割合が大きく低下している。
（R3同様）

③管内の現状

【R4県学調】「英語の勉強はわかりますか。」



10

③管内の現状

【R3・4県学調】「英語の勉強はわかりますか」肯定的回答率

小５ 小６ 中１ 中２

R3 74.9 76.2 64.6 51.6

R4 76.6 74.3 63.7 50.7
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〇中１は県を約5ポイント上回っている
〇中２においてはほぼ同位であるが、やや上回っている

③管内の現状
【

中１ 中２

英語 英語

県を１００とした時の割合

菊池 105.3 100.8

中学校

【R4県学調】
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〇すべての項目で県平均を上回っている。
〇「書くこと」の数値がやや高い。

③管内の現状 現２年生
【【R4県学調】～観点別～

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に
取り組む態度

管内 平均正答率 61.2 44.1 33.2 
県 平均正答率 58.4 41.2 29.2 

2.8 2.9 4.0 

聞くこと 読むこと 書くこと

管内平均正答率 68.6 51.1 46.9 
県 平均正答率 66.1 48.8 43.5 

2.5 2.3 3.4 

【R4県学調】～領域別～
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▲知識・技能が課題となる。
〇「書くこと」の数値がやや高い。

③管内の現状 現３年生
【

聞くこと 読むこと 書くこと

管内平均正答率 65.0 50.3 38.0 
県 平均正答率 64.7 50.1 37.0 

0.3 0.2 1.0

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取
り組む態度

管内平均正答率 57.4 41.5 32.5 
県平均正答率 57.5 40.5 31.1 

-0.1 1.0 1.4

【R4県学調】～観点別～

【R4県学調】～領域別～



14

正答率４０％未満の生徒（中学校）

③管内の現状

中学校英語 受検者数 ４０％未満 割合

１年（現中２） １９５１人 ５６０人 28.7%

２年（現中３） １９３５人 ６６０人 34.1%

小学校から全ての子供たちが「分かる喜び」

を感じられる授業づくりを

【R4県学調】
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英語が
「好き」「分かる」
児童生徒の育成に向け
た授業改善の推進

③本年度の目標



令和５年度（２０２３年度）菊池教育事務所 重点取組 事項
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グローバル人材の育成に向けて、小中連携のもと、英

語が「好き」「分かる」児童生徒の育成のために、コ

ミュニケーションを行う目的や場面などを設定した

言語活動の充実及び基礎的・基本的

な事項の確実な習得を図り、英語の授業改
善の推進を図る。

③本年度の目標
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令和５年度 英語授業づくりプロジェクト 目標（小中共通）

【今後の計画】

英語が「好き」「わかる」「できた」と
児童生徒が実感できる授業づくり

コミュニケーションを行う目的や場面などを設定した
言語活動の充実と基礎的・基本的事項の定着を目指して

第1回管内等研修後 各学校で研修内容等の周知・実践 （P・D）

第2回管内等研修
11月２４日（金）午後

菊陽町立菊陽中部小 一枝 栞 教諭
公開授業及び実践交流（C）

第２回管内等研修後 各学校で研修内容等の確認・実践 （A）
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～令和5年度 英語教科等研修会 目標～

円滑な小中接続のための

連携のあり方と授業改善について

【参考】
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本年度の取組 ～授業づくり省察シートについて～

【授業づくり省察シート】

小学校 中学校
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【指導と評価の一体化について】
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【言語活動について】
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【英語授業づくりプロジェクトの目標】
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④授業の見どころ
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５．授業の見どころ

奥村まどか 先生の授業 の見どころ
ポイント 省察シート 見どころ

１ ア①（１）
言語活動
伝え合う必然性が
あるか

オースティン先生に日本や熊本の魅力を知って
もらうような紹介文の発表を単元を通した課題
を設定とした

２ ア①（２）
相手意識をもって取り
組むことができるか

オースティン先生に一度クラスに来てもらい、
オースティン先生をイメージして取り組むこと
ができるようにした

３ ア③
実際に使いながら習得
させる

中間指導を入れ、実際に言語活動を行う中で、
楽しく自信を持って発話できるようにした

４ ア④
単元を通して既習事項
を繰り返し活用

Small Talkなどで前学年やこれまでに学習したこ
とを繰り返し練習する

５ （その他）
ICTの活用

授業の最後に自己評価の場面として音声を継続
して残すことで、自己の振り返りを目指した


